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世界の気候変動の最新動向
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#5：長期的干ばつにより世界の作物の30%以上を損失
米国西部、ブラジル、南アフリカ、地中海地域で長期的な干ばつが発生、収穫量を減少させ、食料価格のイン

フレを加速。

 #4：インド太平洋地域における熱帯低気圧の激化
南アジアと東南アジアで連続的かつ激しいサイクロン。11月から12月で1600人以上が死亡、数百万人が避難。

スリランカ、インドネシア、タイ、フィリピン、ベトナム等は、回復前に同地域が繰り返し襲われ、被害が複合。

 #3：ハリケーン・メリッサ、ジャマイカ
10月28日にカテゴリー5の嵐が風速約298㎞（秒速82ｍ）でジャマイカを襲った。総被害額は80億ドルから

150億ドルと推定、ジャマイカのGDPの約25%に相当。62万6000人以上が被災、12万棟以上の建物が被災。

 #2：壊滅的な洪水
洪水は2025年の最大の人的避難と死亡者数をもたらした。洪水は、世界中の気象関連災害事象の約35〜40%、

パキスタンでは6月下旬から9月中旬にかけての豪雨と鉄砲水により946人が命を落とした。約400万人が被災。

 #1：極端な熱波
極端な熱は他のすべてのハザードを凌駕。2015年から2025年の期間が176年の観測記録の中で最も暑い11年間

を表し、過去3年間が史上最も暑い年としてランクされている。2025年、世界の気温は年間を通じて史上2番目
または3番目に暑い年、日本、英国、スペインで記録的な夏。

世界の2025年、気候危機の転換点：世界を襲った5つの壊滅的災害
20260106フォーブス誌
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2025年気候変動注目点

01. 2024年の世界平均気温、史上最高と発表（1月）
2024年の世界の平均気温が「史上最高」を記録していたことが公表。特に、産業革命以前と比べて「1.5度」

以上の上昇幅に到達。

02. イギリス初「気候正義」の学部創設（2月）
2025年2月、イギリスのサセックス大学は気候正義に焦点を当てた学士課程を開設することを発表。

1年次には「脱炭素化と脱植民地化」、2年次には「正義の争いと、自然界との関係」をテーマとして学ぶ。

03. フランス政府適応策を公表（3月）
2025年3月10日、フランス政府は、カーボンニュートラルの目標が達成されたとしても、化石燃料の燃焼に

よる影響は続き2100年までに産業革命以前と比べて平均で少なくとも4度上昇すると予測。この結果を受けて
適応計画の策定、適応策のために約6億ユーロ（約957億円）を割り当てることを発表。

04. 気象庁、日本の気候変動の最新分析を公表（3月）
3月26日、文部科学省・気象庁が、近年の猛暑・大雨が地球温暖化なしに起こり得なかったことを発表。

05. 国際司法裁判所が歴史的見解。気候変動対策の法的義務あり（7月）
2025年7月23日、国際司法裁判所は、各国は「環境への重大な損害を防止する義務」を負う。気候変動の抑

制に「誠意を持って協力」しなければならないと採択。国が気候変動対策を怠ることは国際的に法律違反とし
て見なされる可能性が示された。
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日本の気候変動の最新動向

7



8



9



10



11



12



13



14



15



16



17



気候変動は不可逆的な事態に差し掛かっている
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脱炭素化は時間との闘い実効性がすべて

気候変動がほかの問題と異なる重要な点は、
タイムリミットがあるということ。



中小企業の脱炭素化は
どう進めたらいいのか



中小企業の
脱炭素化の状況
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まずは
相談してみよう
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補助金の活用を
検討しよう
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国の補助金
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地域再エネの利用可能性は？



地域にはどんな再生可能エネルギーが
どれくらいあるのか？

脱炭素にどのくらい役立つのか？
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データベースで確認



地域エネルギー需給データベース | Japan Energy 
Database (energy-sustainability.jp)

地域で消費するエネルギーを賄えるか

右のQRコードを読み込む

①地域を選ぶをクリック
➁県を選ぶページが出る、
選んでクリック

③市町村を選ぶページが
でる、選んでクリック

④2013年のデーターが出る
⑤2020年を選んでクリック

次スライドへ

http://#
http://#
http://#
http://#
http://#


再生可能エネルギー利用可能量を
シミュレートしてみる
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①太陽光PV(建物系)導入でどのくらいエネルギー
経済収支が変わるか見てください
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丸いところを
動かすと金額
が変わります



時代の流れを
国の政策から見てみよう
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CO2の排出は85%がエネルギー起源

脱炭素化産業への
大きな産業転換が
うまれつつある



《政策の最先端に追いつくことが
ビジネスチャンス》

技術の進化が加速化
気候変動が加速化
政策の更新を予測
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出典：経団連、Society 5.0 ーともに創造する未来ー2018.11.13 

第4次産業革命の時代



第4次産業革命時代の現状とは

•●社会経済の大変革の時代の到来

・変革のスピードが速い

•●国内外の課題の増大・複雑化

 ・エネルギー制約

・少子高齢化

・地域の疲弊

・自然災害

・安全保障環境の変化

・地球規模課題の深刻化

出典：第5期科学技術基本計画



Society 5.0 時代に必要とされる人材

●人ならではの想像力や創造力を発揮し、より大きな価値を生む業務を
行う人材

●先が見通せない時代。自分の頭で考え、自ら課題を見つけ、解決策
を設計し、現実のものとする力を持つ人材

●果敢に新しいことに挑戦し、社会の仕組みを一から創り直して、設
計できるような人材

●社会が多様性を増し、SDGs 達成に貢献するために、多様な背景と価
値観を持つ人々のチームにおいて、リーダーシップを発揮できる人材

●異なる文化に対する深い理解と敬意、新しい価値を想像し創造する
力など高い教養と、コミュニケーション能力、深い専門性と人間性を
兼ね備えた人材



脱炭素化と
人の心理



人間の認知特性にも注意が必要

“正常性バイアス”
認知の特性

自然災害や事故など何らかの被害が予想さ
れる状況下にあっても、

都合の悪い情報を無視したり、「ここは大丈
夫」「まだ大丈夫」「私だけは大丈夫」など
と根拠なく過小評価して対策をしないこと。

実感が沸かない
気候変動問題
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世界人口の20%

世界のエネルギー
の80%を消費

世界人口の80%

世界のエネルギー
の20％を消費

途上国
先進国



気候変動対策は、公平性の問題でもある

• 北欧の国の人は自分自身に気候変動の悪影響があると思っては
いないのに、地球規模の問題として自分ごとに考える人が多い。
これは「Climate Justice（気候公平）」、CO2の排出が多くな
い国の人々がその悪影響を受けるという不平等な現実について
の理解が浸透しているから。

• 日本人は自分の国のことだけを考えがち。自国の酷暑や台風な
どの異常気象については考えが及ぶが、国際的な問題解決のた
め自ら何かをしようという人の割合が少ない。

・気候正義vs.○○ファースト

＊G20諸国で、世界の排出量の約75％世界経済の約80％を占める。
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① エネルギーの使用量、CO2排出量、支出額を把
握する

➁ エネルギー使用の点検をし、省エネ・創エネ・エ
ネルギー転換の取組を検討し、実施してみる

③脱炭素にむけ既存事業の転換や新規事業を検討す
る

＊気候変動との向き合い方を経営方針に入れる
65

中小企業の脱炭素経営を“まずは”どう進めるか
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